
ＡＭＤＡ理事㎜日-四

　
ご
几
九
六
年
四
月
に
全
日
俗
眼
（
当
時
・
平
田

敏
量
社
長
）
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
カ
ー
ド
を
宛
行
し
た
。

カ
ー
ド
使
用
に
よ
る
総
額
の
Ｏ
・
５
％
が
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
人
道
支
援
活
動
に
寄
付
さ
れ
る
。
小
嶋
光
信

氏
率
い
る
両
備
グ
ル
ー
プ
の
全
社
員
が
加
入
し
て

く
れ
た
。
災
害
あ
れ
ば
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
必
ず
来
る
」

伝
説
の
確
立
は
、
定
期
的
な
募
金
が
あ
っ
て
こ
そ

可
能
で
あ
る
。
関
係
者
の
方
々
に
あ
ら
た
め
て
感

謝
し
た
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
波
　
　
茂

　
二
三
三
年
一
月
に
。
万
八
千
人
の
死
者
が
出

た
イ
ン
ド
西
部
大
地
震
が
発
生
。
日
本
、
イ
ン
ド
、

ネ
パ
ー
ル
支
部
に
よ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
多
国
籍
医
師
団

を
派
遣
。
被
災
地
で
は
、
人
力
で
が
れ
き
の
中
の

救
出
作
業
を
行
っ
て
い
た
。

　
ヴ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
「
イ
リ
ュ
ー
シ
ン
7
6
」

を
岡
山
空
港
に
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
。
大
本
組
と
蜂

呑
工
業
の
協
力
を
得
て
で
十
ジ
の
シ
ョ
ペ
ル
カ

ー
一
台
と
多
数
の
毛
布
な
ど
を
載
せ
て
出
発
す
る

直
前
に
諮
問
が
発
生
し
た
。
航
空
機
の
所
有
考
か

ら
「
機
体
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
に
シ
ョ
ペ
ル
カ
ー

の
運
転
士
を
乗
せ
ろ
」
と
。

　
天
は
我
を
見
捨
て
ず
で
バ
ス
ボ
ー
ト
を
持
っ
て

い
る
人
が
岡
山
穿
港
の
地
上
業
務
を
担
う
両
面

バ
ス
に
い
た
。
大
野
耕
四
郎
氏
だ
っ
た
。
小
嶋
氏

に
電
話
を
入
れ
た
。
「
い
い
で
す
よ
」
の
回
酉

大
地
凍
り
付
く
シ
ペ
リ
ア
か
ら
積
雪
の
ト
ル
ク

メ
ニ
ス
タ
ン
を
経
て
、
南
国
の
ア
ー
メ
ダ
バ
ー

ド
空
港
で
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
は
熊
事
、
降
ろ
さ
れ

た
。
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Λ
の
理
事
と
し
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
世
Ｗ

的
な
活
動
を
静
か
に
支
え
て
い
る
小
嶋
光
信
氏
に

感
謝
し
た
い
。

　
岡
山
空
港
を
舞
台
と
し
た
Λ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に

は
、
自
治
体
に
加
え
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
が
あ
っ
た
。
サ
ハ
リ
ン
大
地
震
、
中
国
雲
南

雀
大
地
震
、
イ
ン
ド
西
部
大
地
震
で
あ
る
。
阪
神

大
痍
災
の
経
験
も
加
え
る
と
、
『
岡
山
は
弱
者
が

存
』
の
危
機
に
大
し
た
時
に
動
く
」
精
神
風
土
が

あ
る
。
「
国
境
を
超
え
る
福
祉
の
精
抽
几
で
も
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
、
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